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車
内
で
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
で
き
る

豪
華
観
光
列
車『
或
る
列
車
』が
７
月

19
日
、阿
蘇
～
大
分
間
を
初
運
行
し
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
の
園
児
ら
が

阿
蘇
駅
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　
『
或
る
列
車
』は
、こ
れ
ま
で
大
分

～
日
田
間
や
長
崎
～
佐
世
保
間
で
高

級
志
向
の
観
光
列
車
と
し
て
運
行
さ

れ
て
お
り
、今
回
は
元
気
な
阿
蘇
を

発
信
す
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
九
州
が
特
別

コ
ー
ス
と
し
て
月
一
回
一
往
復
の
限

定
運
行
を
企
画
。以
降
は
、８
月
23
日

㈬
、９
月
20
日
㈭
に
運
行
さ
れ
ま
す
。

２
両
編
成・定
員
36
名
の
車
内
で
は
、

阿
蘇
市
産
の
牛
乳
を
は
じ
め
九
州
の

食
材
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
フ
ル
コ

ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿蘇にスイーツ列車がやってきた
『或る列車』阿蘇～大分間を限定運行

わ だ い

わ だ い

　
阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
ら
が
７
月

24
日
、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

『
つ
ど
い
』で
施
設
利
用
者
と
花
の
寄

せ
植
え
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
中
央
高
校
農
業
食
品
科
３
年

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
６
名
は
、高

齢
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、学

校
で
栽
培
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
花

の
苗
を
施
設
利
用
者
と
一
緒
に
プ
ラ

ン
タ
ー
に
寄
せ
植
え
し
、施
設
内
に

設
置
し
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
プ

ラ
ン
タ
ー
は
夏
の
期
間
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
21
日
、27
日
、28
日
の

３
日
間
で
市
内
５
カ
所
の
仮
設
住
宅

入
居
者
に「
元
気
を
贈
り
た
い
」と
花

の
プ
ラ
ン
タ
ー
45
個
を
寄
贈
。入
居

者
は
、「
大
事
に
育
て
た
い
」と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

育てた花と元気を贈ります
阿蘇中央高校の生徒が寄せ植え交流と花の贈呈

　
日
本
と
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
能
力

に
優
れ
た
青
少
年
と
指
導
者
が
相
互

に
派
遣・
受
入
を
す
る『
日
独
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
』（
熊
本
県

体
育
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
、日
本
の

受
入
と
し
て
７
月
24
日
～
28
日
の
４

泊
５
日
で
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
阿
蘇
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
か
ら
18
歳
～
37
歳
の
水
泳

ほ
か
２
種
目
の
選
手
７
名
が
来
日
。

火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
４
軒
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
滞
在

し
、阿
蘇
の
観
光
や
空
手・
水
泳・
習

字
な
ど
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
を

体
験
し
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

滞
在
を
終
え
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、「
阿
蘇
は
人
が
温
か
く
食
べ
物
も

お
い
し
い
。今
後
も
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

スポーツを通じ国際交流
日独スポーツ少年団同時交流事業

N e w s

スポーツ少年団とホストファミリーの皆さん
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『或る列車』を出迎えた YMCA 黒川保育園の園児たち

寄せ植えをする阿蘇中央高校の生徒と『つどい』の利用者

WebTV アソ
動 画



わ だ い

国造神社の神輿の様子

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
の
一
つ
、御

田
植
神
幸
式（
御
田
祭
）が
７
月
26
日

に
国
造
神
社
で
、28
日
に
阿
蘇
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
神
社
で
は
、社
務
所
横
に
建

て
ら
れ
た
仮
拝
殿
で
神
事
が
行
わ
れ

た
後
、神
職
や
早
乙
女
を
乗
せ
た
馬

や
白
装
束
で
神
様
の
食
事
を
運
ぶ

宇う

な

り
奈
利
、神
様
が
乗
る
４
基
の
神み
こ
し輿
、

田
植
え
人
形
を
持
っ
た
小
学
生
な
ど

の
行
列
が
集
落
や
青
々
し
い
田
園
の

中
を
練
り
歩
き
、五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
行
列
の
近
く
で
は
、祭
り
を
見
に

来
た
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
猛

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
達
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

五穀豊穣を祈願して
国造神社・阿蘇神社で御田祭

　

九
州・
山
口
各
地
の
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
に
取
り
組
む
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
交
流
す
る『
マ
ナ
ビ
旅

２
０
１
７
』が
７
月
29
日
～
30
日
の

２
日
間
、阿
蘇
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー

ク
を
舞
台
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
た
ち

が
地
球
の
活
動
や
お
互
い
の
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、お

お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
九

州・
山
口
の
６
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
子
ど
も
達
60
名
が
参
加
。阿
蘇
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会
の
案
内
で
火

山
博
物
館
や
草
千
里
、大
観
峰
な
ど

で
阿
蘇
の
成
り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

ジオパークの子どもたちが阿蘇で交流
九州ジオパーク子ども交流事業『マナビ旅』

風船と小麦粉を使ってカルデラができるまでを解説
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被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
、キ
リ

ン
グ
ル
ー
プ
が
寄
付
し
公
益
財
団
法

人
日
本
財
団（
会
長 

笹
川
陽
平
）が

設
置
し
た
基
金
事
業『
キ
リ
ン
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』に『
阿
蘇
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

が
認
定
さ
れ
、７
月
26
日
に
支
援
金

１
千
万
円
の
目
録
贈
呈
式
が
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
阿
蘇
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』は
自
転
車
を
使

っ
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、阿
蘇

の
草
原
や
地
形
を
利
用
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
確
立
や
観
光
商
品

開
発
、情
報
発
信
、人
材
育
成
な
ど
を

展
開
し
、サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と

し
て
国
内
外
か
ら
選
好
さ
れ
る
観
光

地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

阿蘇サイクルツーリズムを応援
キリン絆プロジェクトから支援金贈呈

目録を贈呈したキリンビール㈱麻生熊本支社長（左）
と日本財団荻上経営企画部長（右）
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わ だ い

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

国造神社 阿蘇神社
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コ
ス
ギ
不
動
産
や
熊
本
銀
行
、福

岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
特

別
協
賛
に
よ
り
、コ
ス
ギ
リ
ゾ
ー
ト

阿
蘇
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
７
月

28
日
～
30
日
の
３
日
間
、熊
本・阿
蘇

シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、

熊
本
復
興
応
援
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
、プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ゴ
ル

フ
ァ
ー
１
４
４
名
が
参
加
。優
勝
は

秋
葉
真
一
プ
ロ（
開
文
グ
ル
ー
プ
）、

ベ
ス
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
を
大
塚
覚
さ
ん

（
高
千
穂
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ

れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
参
加
費
の
一
部
が
、熊
本
県
と
阿

蘇
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

復興応援でゴルファーが集結
熊本・阿蘇シニアオープンゴルフトーナメント

　

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
阿
蘇
Ｊ

Ｓ
Ｃ
マ
グ
ラ
ー
ズ（
仲
道
隆
監
督
）

が
、７
月
29
日
、北
海
道
室
蘭
市
で
開

か
れ
た『
道
民
共
済
キ
ッ
ズ
カ
ッ
プ

２
０
１
７
』に
招
待
さ
れ
、交
流
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
と
し
て
被

災
地
の
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

招
待
さ
れ
た
本
大
会
で
は
、Ｊ
Ｓ
Ｃ

マ
グ
ラ
ー
ズ
の
２・
３
年
生
11
名
が

遠
征
。開
会
式
で
は
、梶
原
悠
人
主
将

が「
地
震
に
よ
り
大
好
き
な
サ
ッ
カ

ー
が
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
が
、

全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
少
し
ず
つ

元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
感
謝
を

伝
え
、北
海
道
の
サ
ッ
カ
ー
キ
ッ
ズ

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

キッズサッカーチームが招待遠征
阿蘇ＪＳＣマグラーズが北海道で交流試合

わ だ い

ベストアマチュア受賞の大塚さんには
阿蘇市のブランド “ 然 ” の商品が贈られた

わ だ い

室蘭市での交流試合の様子

　
熊
本
地
震
で
校
舎
や
プ
ー
ル
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
西
小
学
校

で
は
、校
舎
の
建
て
替
え
に
伴
い
高

学
年
棟
が
解
体
さ
れ
る
た
め
７
月
19

日
、全
校
児
童
た
ち
が
集
合
し
て
校

舎
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
西
小
学
校
の
児
童
は
、現
在
、

旧
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
を
仮
校
舎
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、全

校
児
童
１
３
３
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
ま

り
、ド
ロ
ー
ン
で
記
念
撮
影
会
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
想
い
出
い
っ
ぱ
い

の
校
舎
や
プ
ー
ル
に
お
別
れ
と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
高
学
年
棟
と
プ
ー
ル
棟

は
解
体
後
、建
替
工
事
を
行
い
平
成
30

年
12
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

被災した校舎にお別れ
阿蘇西小学校災害復旧工事始まる

阿蘇西小学校の校舎をバックに集合写真 
（児童保護者提供）

わ だ い
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阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
３
周

年
を
記
念
し
て
８
月
５
日
、市
民
公

開
講
座
と
健
康
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
市
民
講
座
で
は
、『
認
知
症・が
ん・

感
染
症
に
関
す
る
こ
と
』を
テ
ー
マ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
認
定
看
護
師

（
特
定
の
看
護
分
野
で
熟
練
し
た
技

術
と
知
識
を
有
す
る
看
護
師
）が
講

演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、講
座
後
は

健
康
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ
、阿
蘇
医

療
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職・
技
術
ス
タ

ッ
フ
が
特
設
ブ
ー
ス
を
開
設
。市
民

の
健
康
意
識
向
上
と
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
無
料
の
相
談
窓
口
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、訪
れ
た
人
た

ち
は
普
段
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
健

康
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

阿蘇医療センター開院 3周年イベント
市民公開講座と健康フェスタ

N e w s 

　
阿
蘇
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
Ａ

Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
の
実
施
事
業
と

し
て
８
月
５
日
、『
夏
の
ジ
オ
サ
イ
ト

ツ
ア
ー
と
阿
蘇
火
山
博
物
館
』と
題

し
た
自
然
観
察
学
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
基
金
は
阿
蘇
の
自
然
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
、子
ど
も

た
ち
を
中
心
と
し
た
環
境
教
育
、阿

蘇
に
自
生
す
る
貴
重
な
野
生
植
物
の

保
護
、草
原
再
生
や
景
観
整
備
な
ど

環
境
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
回
実
施
し
た
学
習
活
動
に
は
市

在
住
の
親
子
20
名
が
参
加
。ス
タ
ッ

フ
の
案
内
で
草
千
里
を
散
策
し
、火

山
活
動
や
草
原
の
生
き
物
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、火
山
博

物
館
で
は
、実
験
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど

を
使
っ
て
阿
蘇
火
山
の
誕
生
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

ジオサイトを体験
夏のジオサイトツアーと阿蘇火山博物館

草千里を散策し虫や植物を観察

AED の使い方と一時救助処置を体験

N e w s 

　
阿
蘇
内
牧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
あ

そ
☆
ビ
バ
に
植
え
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
に
果
実
が
実
り
、８
月
８
日
に

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
赤
水
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
を
行
っ
た
の
は
、同
保

育
園
の
年
中
組
の
園
児
17
名
で
、公

園
の
管
理
者
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
の
職
員
の
指
導
で
濃
い
紫
色

の
熟
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
。

園
児
た
ち
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
口
に

含
み
な
が
ら「
酸
っ
ぱ
い
実
や
甘
い

実
が
あ
っ
て
て
お
い
し
い
」と
笑
顔

で
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、お

土
産
と
し
て
園
児
に
渡
さ
れ
た
ほ

か
、仮
設
住
宅
の
内
牧
団
地
入
居
者

19
世
帯
へ
の
贈
り
物
と
し
て
園
児
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
こ
の
後
、全

仮
設
住
宅
に
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。）

すっぱい！？あまい！？
YMCA 赤水保育園がブルーベリー収穫体験

収穫したブルーベリーを見せ合う園児たち

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

わ だ い
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子
ど
も
達
が
大
分
県
野
津
原
か
ら

熊
本
城
ま
で
７
日
間
の
日
程
で
歩
く

『
参
勤
交
代・
九
州
横
断
徒
歩
の
旅
』

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会
主

催
）が
阿
蘇
市
を
通
過
し
８
月
19
日
、

今
町
神
社
で
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ（
高
宮
今
朝
秀
会
長
）が
道
中
の
子

ど
も
達
を
迎
え
入
れ
、湧
水
や
か
き

氷
な
ど
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
熊
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
中
学
生

が
参
加
す
る
こ
の
旅
は
、サ
ポ
ー
ト

の
高
校
生・
大
学
生
を
含
め
２
６
０

名
が
参
加
。こ
の
日
波
野
か
ら
内
牧

へ
向
か
う
子
ど
も
達
は
、ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
設
営
し
た
休
憩
所
で
疲

れ
を
癒
し
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
旅
立

ち
ま
し
た
。

　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、青
少

年
育
成
を
目
的
と
し
て
毎
年
子
ど
も

た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旅中の子ども達にエール
阿蘇ロータリークラブが九州横断徒歩の旅を応援

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
」の
一
つ
火
焚
き

神
事
が
８
月
19
日
に
始
ま
り
、霜
神

社
で
乙
女
入
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
作
物
を
霜
の
被
害
か
ら
守
り
豊

作
を
祈
る
こ
の
祭
事
は
、建
磐
龍
命

の
家
来「
鬼
八
」の
恨
み
を
鎮
め
る
た

め
に
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、乙

女
揚
げ
の
10
月
16
日
ま
で
火
焚
殿
に

祀
ら
れ
た
ご
神
体
を
温
め
続
け
ま
す
。

　
第
２
７
７
７
代
目
と
言
わ
れ
て
い

る
今
年
の
火
焚
き
乙
女
は
竹
原
颯さ
つ
き希

さ
ん（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
）が
務

め
、介
添
え
の
祖
母
ル
リ
子
さ
ん（
竹

原
）と
と
も
に
、火
焚
殿
で
火
を
灯

し
、59
日
間
の
火
焚
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。

５９日間絶やさず火焚き
霜神社で火焚き神事始まる

わ だ い

火焚殿で火を灯す
颯希さんと介添えのルリ子さん

子どもたちを見送るロータリークラブメンバー

わ だ い

　
阿
蘇
地
区
の
建
設
業
若
手
経
営
者

18
社
で
組
織
す
る
阿
蘇
地
区
建
設
業

青
年
部(

森
本
剛
志
会
長
）が
８
月

３
日
に
発
足
し
、活
動
の
第
一
弾
と

し
て
同
日
、阿
蘇
山
上
で
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
剪
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
山
上
で
は
約
30
万
株
の
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
が
自
生
し
て
い
ま
す

が
、一
部
が
火
山
ガ
ス
や
火
山
灰
の

影
響
で
枝
が
枯
れ
て
景
観
を
阻
害
し

て
お
り
、新
芽
の
育
成
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。剪
定
作
業
に
は
建
設
業

青
年
部
20
名
が
参
加
。阿
蘇
山
上
の

景
観
保
全
に
向
け
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
で
は
、今
後
も
阿
蘇
の
地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

建設業若手が相互協力
阿蘇地区建設業青年部発足とボランティア活動

一面灰色になった
ミヤマキリシマの枯枝を剪定

発足した阿蘇地区建設業青年部の皆さん

わ だ い

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画


